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会 議 録 

会議の名称 
令和６年度埼玉中部環境保全組合新たなごみ処理施設等地元 

協議会総会・第１回地元協議会 

開催日時 令和６年４月２５日（木）１８時００分 ～ ２０時００分 

開催場所 鴻巣市笠原公民館 講座室Ａ・Ｂ 

委員出席者  ２２名 

委員欠席者   ５名 

組合出席者 
藤倉事務局長、宮澤建設推進課長、池上副参事、西村課長補佐兼

係長、原田課長補佐、飯塚主幹 

会議内容 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 総会 

４ 第１回新たなごみ処理施設等地元協議会議題 

（１）新たなごみ処理施設等建設検討委員会中間答申の報告 

（２）環境保全・地元対応について 

（３）エネルギー利用について 

５ その他 

・報告事項 

・その他 

６ 閉会 

会議資料 

・総会資料 

・資料 1-1 中間答申（写） 

・資料 1-1 別紙 

・資料 1-2 施設配置イメージ図 

・資料 2  環境保全・地元対応について 

・資料 2  別紙   

・資料 3  近年の類似規模における可燃ごみ処理施設エネル

ギー利用状況 

・資料 3  別紙 
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発言者 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

〈会長からあいさつ〉 

 

３ 総会 

令和５年度事業報告及び令和５年度決算について 

〈事務局より説明〉 

   

 〈監査報告〉 

  

令和５年度事業報告及び令和５年度決算について質疑等  

ございますか。 

〈質疑なし〉 

 

令和６年度事業計画及び令和６年度予算案について 

〈事務局より説明〉 

 

令和６年度事業計画（案）及び令和６年度予算（案）    

について質疑等ございますか。 

〈質疑なし〉 

 

令和６年度事業計画（案）及び令和６年度予算（案）につき

ましては事務局案のとおりとします。 

以上で総会を終了とし、引き続き、第１回地元協議会を行い

ます。 

 

４ 第１回新たなごみ処理施設等地元協議会議題 

（１）新たなごみ処理施設等建設検討委員会中間答申の報告 

〈事務局より説明〉 

 

（１）新たなごみ処理施設等建設検討委員会中間答申の報告に
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Ａ委員 

 

 

 

事務局 

 

Ｂ委員 

 

 

事務局 

 

 

Ａ委員 

 

事務局 

 

 

Ⅽ委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

Ⅽ委員 

 

 

事務局 

 

Ｂ委員 

 

 

 

 

ついて質疑等ございますか。 

 

県道沿いに水路があるが、この水路をどのような構造で横断

させるのか分かっていれば確認したい。また、警察協議は必要

なのか。 

 

今後、警察も含めて関係機関と協議します 

 

  仮に余熱利用施設を建設することになった場合は、イメージ

図の変更があるのか。 

 

現在の段階でイメージ図を作成しているので、変更があれば

イメージ図も変更となります。 

 

県道から施設までは上り勾配となっているのか。 

 

施設の高さについては検討していますが、勾配については、

今の段階で検討していません。 

 

イメージ図の一般車両とは、個人のごみ持ち込み車両を対象

としているのか。それとも、施設に来場するすべての一般車両

を想定しているのか。 

 

イメージ図の一般車両とは、個人のごみ持ち込み車両を想定

しています。粗大ごみ等を搬入する一般車とパッカー車の動線

を分ける設定をしています。 

 

管理棟に用があれば、施設を一周せずに駐車場から帰れるの

か。 

 

そのとおりです。 

 

施設の出入口は県道からの一か所だけか。施設の建設にも数

年要すると思う。その間、建設車両や従業員など多くの車両が

見込まれる。三谷橋の方から新規の道路を作る予定はないの

か。周辺の渋滞が心配である。 
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事務局 

 

 

 

Ｂ委員 

 

事務局 

 

 

 

Ｂ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

事務局 

 

Ｅ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

Ｄ委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

多くの工事関係車両があることは認識しています。地域住民

の生活に支障が出ない方法を業者と調整しながら、事業を進め

ていきたいと考えています。 

 

県道以外の進入道路の整備は考えていないのか。 

 

今のところ考えていません。工事期間の車両の出入りについ

ては、業者が決まりましたら、最適な方法を話し合っていきた

いと考えています。 

 

郷地橋付近では、毎朝車両の通行が多い。交通量調査を行っ

てもらいたい。 

 

生活環境影響調査の中で、交通量についても調査します。業

者が決まれば、工事車両の関係も確認できますので、工事中の

交通量も踏まえて、事業を進めていきます。 

 

建設予定地には水路も多くあるので、関係機関と十分に協議

してもらいたい。 

 

充分に協議いたします。 

 

  調整池の深さはどのくらいになるのか。また、どの程度の容

量があるのか。 

 

  容量としては 11,000 ㎥を見込んでいます。深さは 1.1m を予

定しています。これは令和元年の台風 19 号の際の降雨量と同

等が貯留できる容量となっています。 

 

  この地域は上流から流れてきた雨水が溜まっていた。それを

計算に入れていないと、施設の周辺に溢れてしまう。今まで冠

水しない箇所が、冠水してしまうのではないか。 

 

  調査させていただき、現状よりも悪くなることがないように

したいと考えています。 
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Ⅽ委員 

 

 

事務局 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

Ｄ委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

Ａ委員 

 

事務局 

  工事の順番は調整池を始めに造るのか。先に造らないと、工

事中に冠水してしまうのではないか。 

 

工事の順番についても、工事業者と協議し、支障のないよう

に進めていきます。 

 

他に質疑等ございますか。 

〈質疑なし〉 

 

他に無いようですので、新たなごみ処理施設等建設検討委員

会中間答申の報告については以上とします。 

 

（２）環境保全・地元対応について 

〈事務局より説明〉 

 

（２）環境保全・地元対応ついて質疑等ございますか。 

 

水路側の道路は市道認定されており、水路の水が耕作地に入

らないように土手の役割もある。現況の高さを維持してもらい

たい。関係機関と協議して、近隣耕作者の声も聴いてもらいた

い。 

 

  まずは関係機関と協議し、どのような道路整備ができるの

か、案を作成しますので、その案に対してご意見いただきたい

と思います。 

 

他に無いようですので、（２）環境保全・地元対応については

事務局案のとおりとします。 

 

 （３）エネルギー利用について 

 〈事務局より説明〉 

   

 （３）エネルギー利用について質疑等ございますか。 

 

 視察はいつごろを予定しているのか。 

 

 ７月１６日の週でいかがでしょうか。 
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議長 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

Ｅ委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

  問題ないようですので、７月１６日の週で事務局に一任しま

すので、よろしくお願いします。 

 

 他に質疑等ございますか。 

〈質疑なし〉 

 

他に無いようですので、エネルギー利用については以上とし

ます。 

 

  以上で議題を終了します。 

 

４ その他 

・報告事項 

 

 事務局から１点報告させていただきます。 

視察について、７月１６日から７月１８日の間で計画させて

いただきます。日時やスケジュールが決まりましたら、なるべ

く早くお知らせいたします。 

  

皆様方から何かございますか。 

 

  今でも通勤時間帯の県道は交通量が多い。ごみの搬入車両は

どのくらいになるのか教えてもらいたい。 

 

  新施設における想定は現在整理中です。現在の中部環境セン

ターは一般のごみ搬入車両も含めて、１日１７０台から２１０

台ほどです。現在の施設は県道から施設まで約 800m あり、県

道まで渋滞になったことはありません。新施設も県道から計量

器まで 400m で２車線をイメージしており、県道が渋滞するこ

とはないと考えています。 

 

５ 閉会 

〈副会長から閉会のあいさつ〉 

 
 


